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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％
2023年３月期第２四半期 5,413 15.1 320 123.8 343 120.4 260 126.3

2022年３月期第２四半期 4,703 △3.8 143 △38.3 155 △35.2 115 △37.9

（注）包括利益 2023年３月期第２四半期 520百万円（140.8％） 2022年３月期第２四半期 216百万円（△45.7％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭
2023年３月期第２四半期 63.96 －

2022年３月期第２四半期 28.29 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％
2023年３月期第２四半期 15,094 10,830 71.7

2022年３月期 14,479 10,455 72.2

（参考）自己資本 2023年３月期第２四半期 10,830百万円 2022年３月期 10,455百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭
2022年３月期 － 0.00 － 37.50 37.50

2023年３月期 － 0.00

2023年３月期（予想） － 37.50 37.50

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
通期 10,000 4.6 280 △6.5 320 △6.1 236 △16.8 57.93

１．2023年３月期第２四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）　直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年３月期２Ｑ 4,150,000株 2022年３月期 4,150,000株

②  期末自己株式数 2023年３月期２Ｑ 67,663株 2022年３月期 71,263株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期２Ｑ 4,079,996株 2022年３月期２Ｑ 4,076,228株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当た

っての注意事項等については、添付資料Ｐ.３「１．当四半期決算に関する定性的情報　（３）連結業績予想など

の将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済の景気は、緩やかに持ち直しております。個人消費は、まん延防

止等重点措置の終了を受けて、対面型サービスを中心に回復しております。消費者物価上昇率（生鮮食品を除く総

合）は、エネルギー価格の高止まりが続く中、食料（生鮮食品を除く）の伸びが高まったことに加え、携帯電話通

信料の値下げの影響が縮小したことにより、2022年９月には前年比3.0％まで伸びを高めました。

当社グループの属する業界も、異業種を含む大手企業の新規参入など更なる競合激化は続いており、当社グルー

プを取り巻く環境は依然として厳しいものとなっております。さらに、新型コロナウイルス感染症の感染拡大及び

ウクライナ情勢による事業への影響については、予断を許さない状況であるため、今後も注視してまいります。

このような経済状況のもとで、当社グループは、引き続き積極的に事業を展開しております。当第２四半期連結

累計期間においては、かねてより参入していたジェネリック医薬品の分野で、2022年２月に日本国内における製造

販売承認を取得した高脂血症用剤（一般名：オメガ－３脂肪酸エチル）が2022年６月に薬価収載され販売を開始い

たしました。

また、当社グループの健康理念のもと、長年蓄積してきた原料調達のノウハウを駆使し、開発した当社独自の機

能性素材であるローズヒップエキスや、銀粒仁丹に用いたコーティング技術を発展・応用させたシームレスカプセ

ル製造技術を駆使したフレーバーカプセルの販売が堅調に推移しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の経営成績は、売上高5,413百万円（前年同四半期比15.1％増）、営業利

益320百万円（前年同四半期比123.8％増）、経常利益343百万円（前年同四半期比120.4％増）、親会社株主に帰属

する四半期純利益260百万円（前年同四半期比126.3％増）となりました。

セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

①　ヘルスケア事業

当セグメントにおきましては前述のとおり、高脂血症用剤（一般名：オメガ－３脂肪酸エチル）の販売が開始

し、ジェネリック医薬品の安定供給を目指しています。また、それに加えて当社独自の機能性素材であるローズ

ヒップエキスでは、採用されたアイテムが増えたこともあり、売上高は、4,055百万円（前年同四半期比12.1％

増）となりました。

損益面では、ジェネリック医薬品の増産体制移行に伴う費用増や、原油価格の上昇等により、セグメント利益

は、67百万円（前年同四半期比57.8％減）となりました。

②　カプセル受託事業

当セグメントにおきましては、フレーバーカプセルの販売が前年同四半期と比べ増収となりました。

また、産業用途でのカプセル開発にも長年取り組んできた結果として、外部との共同研究により、当社独自の

シームレスカプセル技術を用いた化粧品カプセルの開発に成功しました。

今後も当社独自のシームレスカプセル技術を日本のみならず国外においても展開していくことにより、社会課

題解決への取り組みをグローバルニーズへと拡げることができると考えています。

この結果、売上高は、1,355百万円（前年同四半期比25.0％増）となりました。

損益面では、効率的な生産活動と研究開発投資に努めたこともあり、セグメント利益は、251百万円（前年同

四半期はセグメント損失16百万円）となりました。

③　その他

当セグメントにおきましては、売上高は、２百万円（前年同四半期比100.0％増）、セグメント利益は、２百

万円（前年同四半期比100.0％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第２四半期連結会計期間末における流動資産は6,581百万円となり、前連結会計年度末に比べ323百万円増加

いたしました。これは主に現金及び預金が84百万円増加したことによるものであります。固定資産は8,513百万

円となり、前連結会計年度末に比べ292百万円増加いたしました。これは主に投資有価証券の時価評価により投

資有価証券が386百万円増加したことによるものであります。

この結果、資産合計は、15,094百万円となり、前連結会計年度末に比べ615百万円増加いたしました。
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（負債）

当第２四半期連結会計期間末における流動負債は2,380百万円となり、前連結会計年度末に比べ249百万円増加

いたしました。これは主に支払手形及び買掛金が120百万円増加したことによるものであります。固定負債は

1,884百万円となり、前連結会計年度末に比べ８百万円減少いたしました。これは主に繰延税金負債が130百万円

増加しましたが、約定返済により長期借入金が125百万円減少したことなどによるものであります。

この結果、負債合計は、4,264百万円となり、前連結会計年度末に比べ240百万円増加いたしました。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は10,830百万円となり、前連結会計年度末に比べ374百万円

増加いたしました。これは主にその他有価証券評価差額金が259百万円増加したことによるものであります。

この結果、自己資本比率は71.7％（前連結会計年度末は72.2％）となりました。

（キャッシュ・フローの状況）

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、2,223百万円と前連結

会計年度末と比べ84百万円（4.0％）の増加となりました。

当第２四半期連結累計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

①　営業活動によるキャッシュ・フロー

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は547百万円（前年同四半期は510百万円の増

加）となりました。その主な要因は、税金等調整前四半期純利益343百万円、減価償却費309百万円などによる

ものであります。

②　投資活動によるキャッシュ・フロー

当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は160百万円（前年同四半期は328百万円の減

少）となりました。その主な要因は、有形固定資産の取得による支出146百万円、無形固定資産の取得による

支出７百万円などによるものであります。

③　財務活動によるキャッシュ・フロー

当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は302百万円（（前年同四半期は398百万円の

減少）となりました。その主な要因は、長期借入金の返済による支出150百万円、配当金の支払152百万円によ

るものであります。

(３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、新型コロナウイルス感染症の感染拡大及びウクライナ情勢による事業への影響が

不透明であり、現時点では2022年５月11日の「2022年３月期　決算短信」で公表した通期の連結業績予想を据え置

くことといたしますが、今後の業績動向を踏まえ、業績予想を見直す必要が生じた場合には速やかに開示いたしま

す。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,138 2,223

受取手形及び売掛金 2,040 2,171

商品及び製品 645 684

仕掛品 701 754

原材料及び貯蔵品 513 544

その他 231 214

貸倒引当金 △11 △11

流動資産合計 6,258 6,581

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,420 1,359

機械装置及び運搬具（純額） 899 813

土地 1,891 1,891

その他（純額） 262 374

有形固定資産合計 4,474 4,438

無形固定資産 458 400

投資その他の資産

投資有価証券 3,224 3,610

その他 64 63

貸倒引当金 △0 △0

投資その他の資産合計 3,288 3,674

固定資産合計 8,221 8,513

資産合計 14,479 15,094

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 983 1,104

１年内返済予定の長期借入金 280 255

未払費用 394 439

未払法人税等 72 94

賞与引当金 188 193

その他 211 293

流動負債合計 2,130 2,380

固定負債

長期借入金 469 344

繰延税金負債 758 888

退職給付に係る負債 644 630

その他 20 20

固定負債合計 1,893 1,884

負債合計 4,024 4,264

純資産の部

株主資本

資本金 3,537 3,537

資本剰余金 967 968

利益剰余金 4,833 4,941

自己株式 △120 △114

株主資本合計 9,218 9,332

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,240 1,499

退職給付に係る調整累計額 △3 △2

その他の包括利益累計額合計 1,237 1,497

純資産合計 10,455 10,830

負債純資産合計 14,479 15,094
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（単位：百万円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

売上高 4,703 5,413

売上原価 2,322 2,841

売上総利益 2,380 2,572

販売費及び一般管理費 2,237 2,251

営業利益 143 320

営業外収益

受取利息 1 0

受取配当金 13 17

その他 2 6

営業外収益合計 17 24

営業外費用

支払利息 4 1

その他 0 0

営業外費用合計 4 1

経常利益 155 343

税金等調整前四半期純利益 155 343

法人税、住民税及び事業税 36 72

法人税等調整額 4 10

法人税等合計 40 82

四半期純利益 115 260

親会社株主に帰属する四半期純利益 115 260

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

四半期純利益 115 260

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 100 259

退職給付に係る調整額 0 0

その他の包括利益合計 100 259

四半期包括利益 216 520

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 216 520

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 155 343

減価償却費 290 309

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 18 △13

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 －

賞与引当金の増減額（△は減少） 7 4

受取利息及び受取配当金 △14 △17

支払利息 4 1

売上債権の増減額（△は増加） 5 △131

棚卸資産の増減額（△は増加） 57 △123

仕入債務の増減額（△は減少） △18 120

その他 △24 82

小計 481 576

利息及び配当金の受取額 19 22

利息の支払額 △4 △1

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 13 △49

営業活動によるキャッシュ・フロー 510 547

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △266 △146

無形固定資産の取得による支出 △57 △7

投資有価証券の取得による支出 △3 △7

その他 △1 0

投資活動によるキャッシュ・フロー △328 △160

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △246 △150

配当金の支払額 △152 △152

その他 △0 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △398 △302

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △216 84

現金及び現金同等物の期首残高 2,703 2,138

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,487 2,223

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
(注)１

合計 調整額

四半期連結
損益計算書
計上額(注)

２

ヘルスケア
事業

カプセル
受託事業

計

売上高

外部顧客への売上高 3,617 1,084 4,701 1 4,703 － 4,703

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － － －

計 3,617 1,084 4,701 1 4,703 － 4,703

セグメント利益

又は損失（△）
159 △16 142 1 143 － 143

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
(注)１

合計 調整額

四半期連結
損益計算書
計上額(注)

２

ヘルスケア
事業

カプセル
受託事業

計

売上高

外部顧客への売上高 4,055 1,355 5,411 2 5,413 － 5,413

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － － －

計 4,055 1,355 5,411 2 5,413 － 5,413

セグメント利益 67 251 318 2 320 － 320

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産事業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産事業等を含んでおります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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